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※１ 鎌倉市（鎌倉・腰越）における漁獲量は、多少の変動はあるものの３００ﾄﾝ前後で推

移している。（表１） 

※２ 過去５年間における平均漁獲量のうち、しらすと養殖ワカメが約６５．６％を占めて

いる。（表２） 

さざえ 23.2 トン 
たこ類 

10.2 トン 

まあじ 

9.8 トン 

わかめ類 

9.0 トン 

うるめいわし 

5.8 トン 

かたくちいわし 

6.4 トン 

いか類 

4.6 トン まいわし 2.2 トン 

しらす 

136.5 トン 

 

養殖わかめ 

73.6 トン 

 

その他 

51.9 トン 

 

主なその他の内訳 

・いせえび 

・ぶり類 

・ひらめ類 

・かれい類 

・まだい 

・すずき類 

・するめいか 

など 
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 うるめいわし 

3.8 トン 
かます 

3.4 トン 

いか類 

3.3 トン 

その他の 

海藻類 

3.2 トン 

かたくち

いわし 

2.0 トン 

まいわし 

2.0 トン 

わかめ類 

1.4 トン 

うるめいわし 

2.0 トン さざえ 

2.0 トン 

たこ類 

1.5 トン 

かつお 

1.4 トン 

ぶり類 

1.3 トン 

わかめ類 

7.5 トン 

 その他の海藻類 

4.2 トン 

 
かたくいわし 

2.6 トン 

 

まあじ 

2.6 トン 

 

まいわし 

2.1 トン 

 

その他 

12.1 トン 

 

さざえ 

21.3 トン 

 

たこ類 

8.7 トン 

 

まあじ 

7.1 トン 

その他 

14.7 トン 

 

※３ 鎌倉漁業協同組合では、しらす・養殖ワカメに続いて、さざえが多くを占

めていることがわかる。（表３） 

※４ 腰越漁業協同組合では、海藻類が多く獲れている。「その他の海藻類」とは主にアカモクのことであり、

平成 22 年より漁獲している。また、鎌倉に比べて漁獲量は劣るが均一して獲れている。（表４） 


